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告
　
　
　
示

○
都
道
の
供
用
開
始
…
…
…
…（
建
設
局
道
路
管
理
部
路
政
課
）…	

一

○
道
路
法
に
よ
る
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
の
指
定
…

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…（
建
設
局
道
路
管
理
部
監
察
指
導
課
）…	

三

○
都
道
の
供
用
開
始
…
…
…
…（
建
設
局
道
路
管
理
部
路
政
課
）…	
三

○
道
路
法
に
よ
る
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
の
指
定
…

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…（
建
設
局
道
路
管
理
部
監
察
指
導
課
）…	

五

○
都
道
の
供
用
開
始
…
…
…
…（
建
設
局
道
路
管
理
部
路
政
課
）…	

五

○
道
路
法
に
よ
る
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
の
指
定
…

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…（
建
設
局
道
路
管
理
部
監
察
指
導
課
）…	

七

○
都
道
の
供
用
開
始
…
…
…
…（
建
設
局
道
路
管
理
部
路
政
課
）…	

七

○
道
路
法
に
よ
る
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
の
指
定
…

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…（
建
設
局
道
路
管
理
部
監
察
指
導
課
）…	

九

○
都
道
の
区
域
変
更
…
…
…
…（
建
設
局
道
路
管
理
部
路
政
課
）…	

九

○
都
道
の
路
線
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…	

一
一

○
港
湾
施
設
の
変
更
…
…
…
…（
港
湾
局
港
湾
経
営
部
経
営
課
）…	

一
二

○
東
京
港
臨
港
地
区
に
お
け
る
分
区
の
指
定
…
…
…
…
…（
同
）…	

一
二

○
東
京
都
立
海
上
公
園
の
区
域
及
び
面
積
の
変
更
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…（
港
湾
局
臨
海
開
発
部
海
上
公
園
課
）…	

一
四

○
東
京
都
立
海
上
公
園
有
料
施
設
の
設
置
…
…
…
…
…
…（
同
）…	

一
五

告
　
　
　
示

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
都
道
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

路
線
名

環
状
三
号

二

供
用
開
始
の
区
間

江
東
区
白
河
四
丁
目
二
番
六
地
先
か
ら
同

区
三
好
三
丁
目
六
番
二
十
七
地
先
ま
で

三

供
用
開
始
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り

四

供
用
開
始
の
期
日

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

49

目

次

▷
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3 令和7年3月31日（月曜日） （増刊　49）東　京　都　公　報
◉
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る

こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

路
線
名

環
状
三
号

二　

占
用
を
制
限
す
る
区
間

江
東
区
白
河
四
丁
目
二
番
六
地
先
か
ら
同
区
三
好
三
丁
目
六
番

二
十
七
地
先
ま
で

三　

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ

り
前
に
設
置
さ
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除

く
。
）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、

当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

四　

占
用
を
制
限
す
る
理
由

占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お

け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め

五　

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
七
年
四
月
一
日

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
都
道
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

路
線
名

王
子
金
町
市
川

二

供
用
開
始
の
区
間

葛
飾
区
柴
又
四
丁
目
三
百
九
十
六
番
一
地

先
か
ら
同
所
五
百
十
二
番
四
地
先
ま
で

三

供
用
開
始
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り

四

供
用
開
始
の
期
日

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
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5 令和7年3月31日（月曜日） （増刊　49）東　京　都　公　報
◉
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る

こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

路
線
名

王
子
金
町
市
川

二　

占
用
を
制
限
す
る
区
間

葛
飾
区
柴
又
四
丁
目
三
百
九
十
六
番
一
地
先
か
ら
同
所
五
百
十

二
番
四
地
先
ま
で

三　

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ

り
前
に
設
置
さ
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除

く
。
）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、

当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

四　

占
用
を
制
限
す
る
理
由

占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お

け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め

五　

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
七
年
四
月
一
日

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
都
道
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

路
線
名

王
子
金
町
市
川

二

供
用
開
始
の
区
間

葛
飾
区
東
水
元
二
丁
目
八
百
八
十
六
番
一

地
先
か
ら
同
区
東
金
町
三
丁
目
二
千
八
百

十
三
番
八
地
先
ま
で

三

供
用
開
始
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り

四

供
用
開
始
の
期
日

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
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◉
東
京
都
告
示
第
三
百
七
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る

こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

路
線
名

王
子
金
町
市
川

二　

占
用
を
制
限
す
る
区
間

葛
飾
区
東
水
元
二
丁
目
八
百
八
十
六
番
一
地
先
か
ら
同
区
東
金

町
三
丁
目
二
千
八
百
十
三
番
八
地
先
ま
で

三　

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ

り
前
に
設
置
さ
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除

く
。
）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、

当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

四　

占
用
を
制
限
す
る
理
由

占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お

け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め

五　

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
七
年
四
月
一
日

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
七
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
都
道
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

路
線
名

御
徒
町
小
岩

二

供
用
開
始
の
区
間

葛
飾
区
西
新
小
岩
二
丁
目
五
百
八
十
九
番

九
地
先
か
ら
同
区
東
新
小
岩
一
丁
目
二
百

九
十
七
番
一
地
先
ま
で

三

供
用
開
始
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り

四

供
用
開
始
の
期
日

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
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別
　
図

　
都
道
御
徒
町
小
岩
線
供
用
開
始
略
図

　
　
葛
飾
区
西
新
小
岩
二
丁
目
～
東
新
小
岩
一
丁
目

都
　
　
道

特
別
区
道

供
用
開
始
区
域

　
延
長

　
　
　
　
四
五
一
・
九
六
メ
ー
ト
ル

　
面
積

　
　
三
、
〇
八
八
・
三
二
平
方
メ
ー
ト
ル

東新小岩四丁目

東新小岩
一丁目

新小岩四丁目

東新小岩
三丁目

新小岩二丁目

松島三丁目

新小岩三丁目

松島二丁目

東新小岩
五丁目

東新小岩七丁目

西新小岩
四丁目

西新小岩
二丁目

松島四丁目

新小岩一丁目
西新小岩
一丁目

平井
一丁目

西新小岩五丁目

西新小岩三丁目

平井四丁目

平井
五丁目

東四つ木
一丁目

平井七丁目

平井六丁目

江戸川区

葛飾区

平井三丁目
松島一丁目

東新小岩
二丁目

東新小岩
六丁目

中央四丁目

供用開始箇所①

供用開始箇所②

東墨田
三丁目

墨田区

荒
川

し
ん
こ
い
わ

ひ
ら
い

都
道
御
徒
町
小
岩
線

都
道
新
荒
川
葛
西
堤
防
線

都
道
千
住
小
松
川
葛
西
沖
線

都
道
新
荒
川
堤
防
線

中
川

平
井
大
橋

至
八
広

至
西
小
岩

至
船
堀

至
堀
切

至
堀
切

至
船
堀

至
亀
戸

JR
総
武
線

都
道
新
荒
川
堤
防
線

至
小
岩

至
東
向
島

至
小
松
川

至
小
松
川

至
蔵
前

二
八
三
の
一

二
八
六

四
の
三

二
八
四

五
五
一
の
三

三
〇
六
の
一

二
九
七
の
一

四
の
二

都道御徒町小岩線

24
.
96

2
4.

94

東新小岩三丁目

東新小岩一丁目

葛飾区

32
.0

5

31
.
97

9.97

10
.0
0

至　蔵前 至　西小岩

五
六
八
の
四
二

五
八
九
の
七

五
六
八
の
二
九

五
六
八
の
二
八

五
八
九
の
九

五
八
九
の
二
四

五
八
九
の
二
二

五
八
九
の
二

五
八
九
の
一
七

都道御徒町小岩線

西新小岩二丁目

西新小岩一丁目

37
.0

2

37
.
02

西新小岩四丁目

葛飾区

五
八
九
の
二

五
六
八
の
五

八
九
の
二37

.0
3

至　西小岩至　蔵前

31
.
00

3
1.
06

3
1.
0
6

3
0.
89

3
0.
8
3

30
.
89

六
九
の
二

五
六
八
の
三
九

①

②

6.
0
0



9 令和7年3月31日（月曜日） （増刊　49）東　京　都　公　報
◉
東
京
都
告
示
第
三
百
七
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る

こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

路
線
名

御
徒
町
小
岩

二　

占
用
を
制
限
す
る
区
間

葛
飾
区
西
新
小
岩
二
丁
目
五
百
八
十
九
番
九
地
先
か
ら
同
区
東

新
小
岩
一
丁
目
二
百
九
十
七
番
一
地
先
ま
で

三　

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ

り
前
に
設
置
さ
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除

く
。
）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、

当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

四　

占
用
を
制
限
す
る
理
由

占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お

け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め

五　

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
七
年
四
月
一
日

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
七
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一

路
線
名

奥
多
摩
あ
き
る
野

二

変
更
の
区
間

西
多
摩
郡
日
の
出
町
大
字
平
井
七
百
五
十
一
番

五
地
先
か
ら
あ
き
る
野
市
菅
生
十
番
一
地
先
ま

で

三

変
更
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り
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11 令和7年3月31日（月曜日） （増刊　49）東　京　都　公　報
◉
東
京
都
告
示
第
三
百
七
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
都
道
の
路
線
を
次
の
よ
う
に
廃
止
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

整
理
番
号　
　

一
三
五

二　

路
線
名　
　
　

武
蔵
小
金
井
停
車
場

三　

起
点　
　
　
　

武
蔵
小
金
井
駅

　
　

終
点　
　
　
　

府
中
清
瀬
線
交
点

四　

廃
止
の
概
要　

別
図
表
示
の
と
お
り

五　

廃
止
の
期
日　

令
和
七
年
四
月
一
日

  

至 花小金井 

本町五丁目 

至 府中町 

都
道
武
蔵
小
金
井
停
車
場
線
の
廃
止
略
図 

主
な
都
道 

 

廃
止
都
道
路
線 

起 
 

 
 

点 

終 
 

 
  

点 
至 立川 

別 

図 

都道武蔵小金井停車場線 

小金井市 

至 新宿 

JR 中央線 

至 本多 

むさしこがねい 

至 牟礼 

本町六丁目 

前原町三丁目 

本町一丁目 



12令和7年3月31日（月曜日）（増刊　49） 東　京　都　公　報
◉
東
京
都
告
示
第
三
百
七
十
五
号

東
京
都
港
湾
管
理
条
例
（
平
成
十
六
年
東
京
都
条
例
第
九
十
三

号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
港
湾
施
設
の
規
模
及
び
所
在
地
を
次

の
と
お
り
変
更
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

種
類

名
称

規　

模

所
在
地

変
更
年

月
日

変
更
前

変
更
後

変
更
前

変
更
後

港
湾

施
設

用
地

晴
海
ふ

頭
地
区

港
湾
施

設
用
地

四
一
、

六
一
三

・
六
一

平
方
メ

ー
ト
ル

三
六
、

一
五
八

・
五
〇

平
方
メ

ー
ト
ル

中
央
区

晴
海
四

丁
目
及

び
同
区

晴
海
五

丁
目

中
央
区

晴
海
五

丁
目

令
和
七

年
四
月

一
日

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
七
十
六
号

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
港
の
臨
港
地
区
の
分
区
を
次
の
よ
う

に
指
定
す
る
。

な
お
、
関
係
図
書
は
、
東
京
都
港
湾
局
港
湾
経
営
部
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　

東
京
港
港
湾
管
理
者　

東
京
都

代
表
者　

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

分
区
の
指
定

㈠　

商
港
区　
　
　
　

①
江
東
区
海
の
森
一
丁
目
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②�

江
東
区
海
の
森
一
丁
目
及
び
海
の
森
二

丁
目
の
各
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③�

江
東
区
海
の
森
二
丁
目
及
び
海
の
森
三

丁
目
の
各
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④�

江
東
区
海
の
森
三
丁
目
地
先
の
一
部
、

大
田
区
令
和
島
一
丁
目
及
び
令
和
島
二

丁
目

㈡　

特
殊
物
資
港
区　

⑤
江
東
区
海
の
森
一
丁
目
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥
江
東
区
海
の
森
三
丁
目
の
一
部

㈢　

工
業
港
区　
　
　

⑦
江
東
区
海
の
森
三
丁
目
の
一
部

㈣　

修
景
厚
生
港
区　

⑧
江
東
区
海
の
森
一
丁
目
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨�

江
東
区
海
の
森
二
丁
目
及
び
海
の
森
三

丁
目
の
各
一
部

二　

分
区
の
指
定
概
略
図

次
図
の
と
お
り
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14令和7年3月31日（月曜日）（増刊　49） 東　京　都　公　報
◉
東
京
都
告
示
第
三
百
七
十
七
号

東
京
都
海
上
公
園
条
例
（
昭
和
五
十
年
東
京
都
条
例
第
百
七
号
）

第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
立
海
上
公
園
の
区
域
及

び
面
積
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

一　

東
京
都
立
東
京
港
野
鳥
公
園

㈠　

区
域　

別
図
一
の
と
お
り

㈡　

面
積　

変
更
前　

三
六
三
、
一
〇
八
・
七
九
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　

変
更
後　

三
六
五
、
八
三
四
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル

㈢　

変
更
年
月
日　

令
和
七
年
四
月
一
日

二　

東
京
都
立
有
明
親
水
海
浜
公
園

㈠　

区
域　

別
図
二
の
と
お
り

㈡　

面
積　

変
更
前　

八
〇
、
一
四
二
・
一
九
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　

変
更
後　

九
四
、
七
〇
〇
・
九
四
平
方
メ
ー
ト
ル

㈢　

変
更
年
月
日　

令
和
七
年
四
月
一
日

東京港野鳥公園

今回開園区域

既開園区域

別図１

中央卸売市場
大田市場

大井南陸橋

いそしぎ橋

大田区東海三丁目

城南大橋



15 令和7年3月31日（月曜日） （増刊　49）東　京　都　公　報

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
七
十
八
号

東
京
都
海
上
公
園
条
例
（
昭
和
五
十
年
東
京
都
条
例
第
百
七
号
）

第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
立
有
明
親
水
海
浜
公
園

に
設
置
す
る
有
料
施
設
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事　

小　

池　

百
合
子

名
称　
　
　
　

有
明
親
水
海
浜
公
園
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
施
設

規
模　
　
　
　

二
面

供
用
開
始
日　

令
和
七
年
四
月
一
日

有明テニスの森駅

有明駅
有明テニスの森

公園

有明一丁目

有明二丁目

豊洲六丁目

2001000 400
m

既開園区域

有明親水海浜公園 別図２

今回開園区域

江東区

300
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